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B類全421例のうち、10例以上の使用があるものは「た」「ない」「ます」「ぬ」「れる」
「せる」「ました」及び補助動詞「ている」「ておく」である。それらを準体助詞ノの使用
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率の高い方から並べると、「た」「ます」「ている」「ない」「ぬ」「ました」「せる」「れる」
「ておく」の順となる。連体形準体法と準体助詞ノには以下の使用傾向が見られる。
①　B類のなかで使用数と使用率が一位を占める「V＋た」126例のうち、過去の事態を
　表すものは104例あるが、そのほかに、「～たガ（ハ）いい」という忠告・放任のよう
　　な慣用表現が22例ある。この22例を除外して考えると、過去の事態を表す助動詞「た」
　　には、準体助詞ノがつく使用が、連体形準体法を上回る。
②丁寧を表す助動詞「ます」に準体助詞ノがつく使用率は比較的に高い。「ます」に準体
　　助詞ノが接続する使用が進んでいることがうかがえる。
③　打消の助動詞「ない」と「ぬ」は両方使用されるが、僅差ではあるが、「ない」におけ
　　る準体助詞ノの使用率が高い。
5　まとめ
　本稿では、江戸末期の滑稽本黄表紙、滑稽本、人情本を資料として、連体形準体法と準
体助詞ノの使用状況について、調査分析を行った。その結果、全体における特徴として、
以下のことが明らかになった。
①　地の文では、準体助詞ノの使用が少数ながら見られる。発話文においては20％強用い
　　られる。連体形準体法はこの時期では優勢であるが、準体助詞ノが浸透している。ジ
　　ャンルおよび文体によって、準体助詞ノの使用数に偏りがあり、今回の調査では黄表
　　紙より滑稽本、そして、滑稽本より人情本のほうでは準体助詞ノが多用されることが
　　わかった。
②前件の構成を活用語連体形として最小成分を持つもの（A類）と、さらにそれらに助
　　動詞、補助動詞が付加されて使用されるもの（B類）に分けて、それぞれの使用状況
　　を観察した結果、B類よりA類のほうで連体形準体法の使用率が高かった。また、全
　　体的には助動詞を語尾に有する活用語の形態に準体助詞ノが比較的つきやすい。
③　年代別に前件の構成を見ると、1800年以前の作品における準体助詞ノの使用はA類と
　　B類でさほど差がないのに対して、それ以降の作品では、A類よりB類のほうが準体
　　助詞ノの使用率が高い。準体助詞ノの使用は、B類から広がっていったと考えられる。
④　B類の使用状況を詳しく見ると、過去の事態を表す助動詞「た」、丁寧を表す助動詞
　　「ます」に準体助詞ノが接続して使用する比率が高い。
　今回は主に前件構成要素の観点から、江戸末期の資料黄表紙、滑稽本、人情本における
連体形準体法と準体助詞ノの使用傾向を探ってみた。江戸末期において、準体助詞ノの浸
透は各方面から進行しており、また、様々な要素に影響されていると考えられる。今後さ
らに後件の構成状況、発話文における登場人物による両表現の使用傾向などの観点から、
細かく分析・考察することも必要になる。
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